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浄土真宗の宗風・・現世祈祷や、まじないを行わず、占いなどの迷信にたよらない

よ し や
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本年 9 月 17 日（土）、季平博昭先生をお迎え

して秋季彼岸会法座を開催しました。

【講演主旨】

「正信念仏偈」の冒頭の２句「帰命無量壽如

来　南無不可思議光」は南無阿弥陀仏を漢訳

したもので、阿弥陀さまにおまかせするとい

うことです。これは、私の人生の目的は阿弥

陀さまのお心（智慧と慈悲）を我が心にして、

仏になる道を歩むということです。仏の心と

は、「あなたの喜びは私の喜びです。あなたの

悲しみは私の悲しみです」という同悲同苦の心です。ところで、河合隼雄（文化庁長官。臨

床心理学者）氏は自己実現について次のように語っています。「最近、自己実現という言葉

が流行っているが、あれは自己実現などではなく、自我実現、利己実現である。自分がやり

たいことをやる、自分の夢の実現を目指す、これはまだ自我実現なのです。もちろんそれが

ダメだと言っているのではないが、本当の自己実現は自分に都合の悪いことや思い通りにな

らないこともすべて受け入れ、他の幸せを自らの幸せにしていくという生き方を続けていく

ところに生まれてくるのである。人は「その人になる」という過程を一生ずっと歩み続ける

のです」（『こころの子育て』より）

「仏になる道を歩む」ということは、まさに自己実現を目指す歩みをしているのです。

「秋季彼岸会法座」勤まる

「報恩講」勤修！

　さる 11 月 16 日（水）、報恩講が勤まりました。今年は前住職が講師をつとめました。

「出来ることから始めようー無罪の七施」という演題でお話をいたしました。

　講演に先立って長年、門徒総代として光明寺の維持発展に多大なご尽力をいただきました

守谷眞澄様に感謝状の贈呈を行ないました。なお、本年の法座皆勤者は次の１４名の方々で

した。

越智敏子・谷口宰平・永井初江・野間和幸・野間幸子・松本朱美・真鍋磨千子・森延子

森賀英幸・森賀愛子・森賀美代子・安永省一・安永敏枝・安永桂子　（敬称略）
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発行所　PHP 研究所
著　者　大谷光淳
定　価　６４８円（税込）
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「年忌繰り出し」を該当者に配布していますが、

手作業のため見落とすことがあります。

必ず、ご自宅の過去帳で確認して下さい。

新春特別法座
1 月 1 ２日（木）

おつとめ　午後 3 時３０分

おはなし　午後 4 時

【講師】三原市・光徳寺前住職

藤田徹文先生


